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虫歯菌デキストラナーゼの結晶構造 

Crystal structure of Streptococcal dextranase 
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1   はじめに 

Streptococcus mutans 由来のエンド型デキストラナ
ーゼ(SmDex;EC3.2.1.11)は、糖加水分解酵素ファミ
リー66 に属し、デキストランを加水分解することで
イソマルトオリゴ糖を産生する。本菌はデキストラ
ンスクラーゼによりデキストランを生産することか
ら、本酵素は歯垢構成成分である粘着性多糖の一つ
であるデキストランに作用していると考えられる。
SmDex を含む細菌由来のデキストラナーゼは活性の
ある多型を示し、大腸菌で発現させた全長の SmDex
はプロテアーゼによる分解を受けたが、比活性に変
化がなかった。我々は、活性を保持しプロテアーゼ
分解を受けない N 末端及び C 末端領域を欠損した
均一な変異体（SmDexTM）の発現に成功した[1]。
SmDex の触媒機構を明らかにするため、SmDexTM
を用いた X 線結晶構造解析を行った。 

2   実験 
大腸菌で発現させた SmDexTM の結晶を作製し、

高エネルギー加速器研究機構放射光施設において X
線回折データを取得した[2]。SeMet 置換体の結晶を
用いた多波長異常散乱法で立体構造を決定した[3]。 

 

3   結果および考察 
SmDexTM は免疫グロブリン様構造のドメイン N、 

(β/α) 8 バレルのドメイン A、グリークキーモチー
フのドメイン C で構成されていた。SmDex とイソ
マルトトリオース（IG3）との複合体の構造解析で
は、結晶化溶液中で IG3 から逆反応により生成され
たと考えられるイソマルトテトラオースかそれ以上
の重合度のイソマルトオリゴ糖が、ドメイン A の中
心部の触媒溝のサブサイト–1 から–4 に結合してい
ることが確認された。少なくとも４つのグルコース
を認識する SmDex の基質認識機構を明らかにした。
また、結合していたイソマルトオリゴ糖の構造から、
本酵素の触媒アミノ酸は、Asp385 と Glu453 であり、
それぞれがアノマー保持型反応機構の求核触媒基お
よび酸塩基触媒基であることが明らかになった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１：SmDex の結晶構造 

4   まとめ 
糖加水分解酵素ファミリー66 のデキストラナーゼ

の結晶構造を決定した。このファミリーで最初の構
造解析例となり、酵素の加水分解機構を明らかにす
ることができた。 
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